
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルとバックライトモジュール

　

　

【請求項２】

【請求項３】
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とが、それらの間に配置された両面テープで
固定された液晶表示装置であって、

前記バックライトモジュールは、導光板と、前記導光板の前記液晶表示パネル側に設け
られた拡散板又はプリズムシートとを有し、
　前記両面テープは、黒色粘着剤層からなる構成または黒色印刷面上に粘着剤層を設けた
構成からなる低反射率面をなす一方の面と、高反射率面又は高散乱性面をなす他方の面と
を有し、且つ前記バックライトモジュールの前記拡散板又はプリズムシートに重なる位置
において、前記低反射率面を前記液晶表示パネル側に向け、前記高反射率面又は高散乱性
面を前記バックライトモジュール側に向けて貼り付けられており、

前記液晶表示パネルが有効画面枠を有し、その有効画面枠が、前記両面テープの前記低
反射率面からなる黒色枠により囲まれてなる
ことを特徴とする液晶表示装置。

　前記バックライトモジュールが、前記導光板と、前記導光板の前記液晶表示パネル側に
配置された前記拡散板と、前記拡散板の前記液晶表示パネル側に配置された前記プリズム
シートとを有し、前記両面テープが、前記拡散板と前記プリズムシートに重なる位置に貼
り付けられることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。



【請求項４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示パネルとバックライトモジュールの固定に適した両面テープに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
図５に示すように、液晶表示装置のバックライトモジュール１は、概略、冷陰極線管等の
光源２、アクリル板等の透明材料からなる導光板３、光源２から射出された光を反射して
導光板３の端面に入射させるリフレクタ４、導光板３の裏面（液晶表示パネル２０の配設
面と反対側の面）に設けられた反射板５、導光板３の上面に設けられた拡散板６、拡散板
６上に必要に応じて設けられるプリズムシート７からなっている。ここで、リフレクタ４
、反射板５、拡散板６はそれぞれ両面粘着テープ１０で導光板３と固定されている。
【０００３】
また、液晶表示パネル２０は、拡散板６又はプリズムシート７上に両面粘着テープ１０で
固定するか、あるいは拡散板６又はプリズムシート７上でハウジングにボルト等で固定さ
れる（図示せず）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、バックライトモジュール１を設けた液晶表示装置においては、光源２からの光
を有効利用するため、バックライトモジュール１からの光が液晶表示パネル２０の有効画
面枠外に入射した場合、それを再度反射板５側に反射させ、有効画面枠内で利用されるよ
うにすることが好ましい。
【０００５】
一方、液晶表示パネルの観察時には、有効画面枠近傍で急激に輝度が高くなることは好ま
しくなく、そのために不要な外光反射を防止し、輝度を均一化して画面を鮮明にすること
が求められる。
【０００６】
しかしながら、従来の両面粘着テープ１０を用いて液晶表示パネル２０とバックライトモ
ジュール１を固定する方法では、有効画面枠近傍でこれらの要請を簡便な手法で満たすこ
とができない。
【０００７】
そこで、本発明は、両面テープを用いて液晶表示パネルとバックライトモジュールを固定
した場合に、その固定部分において、外光の反射を極力低減させることができ、かつバッ
クライトモジュールからの入射光は高反射率でバックライトモジュール側へ反射させ、光
源の光の有効利用を図ることのできる新たな機能性両面テープを提供することを目的とす
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上述の目的を達成するため、本発明は、液晶表示パネルとバックライトモジュールと

であって、
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　前記両面テープの高反射率面又は高散乱性面をなす他方の面が、基材上に設けられた光
散乱性フィラーを含有する透明又は白色粘着剤層から構成されてなる請求項１記載の液晶
表示装置。

　前記両面テープの高反射率面又は高散乱性面をなす他方の面が、表面に凹凸が形成され
た発泡ＰＥＴフィルムからなる基材上に設けられた透明粘着剤層から構成されてなる請求
項１記載の液晶表示装置。

が
、それらの間に配置された両面テープで固定された液晶表示装置

前記バックライトモジュールは、導光板と、前記導光板の前記液晶表示パネル側に設け
られた拡散板又はプリズムシートとを有し、



　

を提供する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ、本発明を詳細に説明する。なお、各図中、同一符号は、同一又
は同等の構成要素を表している。
【００１１】
図１は、本発明の両面テープの一例の断面図である。
この両面テープ１０Ａは、白色のＰＥＴフィルムからなる基材１１Ｗ と、基材１１Ｗ の片
面で低反射率面を形成する黒色粘着剤層１２Ｂ と、基材１１Ｗ の他面で高反射率面又は高
散乱性面を形成する透明又は白色粘着剤層１３Ｗ からなっている。
【００１２】
ここで、基材１１Ｗ とするＰＥＴフィルムを白色とするためには、ＰＥＴへの白色塗料の
練り込み、発泡ＰＥＴフィルムの使用、ＰＥＴフィルムへの白色塗料による印刷などの手
法をあげることができる。特に、発泡ＰＥＴフィルムを使用すると、基材表面に表面凹凸
を形成することができ、その上に透明粘着剤層を形成した場合に、この面を高散乱性面と
することができる。
【００１３】
黒色粘着剤層１２Ｂ は、アクリル酸エステル等からなる粘着性樹脂に、黒色又は濃色の塗
料、染料、フィラー等を含有させ、基材１１Ｗ 上に塗工することにより得ることができる
。この黒色粘着剤層１２Ｂ は、可視光透過率を０．１％以下に形成することが好ましい。
【００１４】
透明又は白色粘着剤層１３Ｗ は、アクリル酸エステル等からなる透明粘着性樹脂、または
透明粘着性樹脂に白色の塗料、染料、フィラー等を含有させたものを、基材１１Ｗ 上に塗
工することにより得ることができる。特に、この透明又は白色粘着剤層１３Ｗ それ自体に
光散乱能をもたせる場合には、ＴｉＯ２ 等の光散乱性のフィラーを含有させることが好ま
しい。
【００１５】
この両面テープ１０Ａは、両面粘着テープの片面に光の低反射率性が求められ、他面に高
反射率性又は高散乱性が求められる場合に有用であるが、例えば、図４に示したように、
液晶表示パネル２０とバックライトモジュール１とを両面テープ１０Ａで固定する場合に
、その黒色粘着剤層１２Ｂ を液晶表示パネル２０に貼付し、透明又は白色粘着剤層１３Ｗ

をバックライトモジュール１に貼付することが好ましい。これにより、液晶表示パネルを
観察した場合に、有効画面枠が黒色粘着剤層１２Ｂ からなる黒色枠で囲まれることとなり
、画面の揺らぎを防止することができる。また、バックライトモジュール１からこの両面
テープ１０Ａの貼付部位に光が入射した場合に、透明又は白色粘着剤層１３Ｗ からなる高
反射率面又は高散乱性面がその光を再度バックライトモジュール１側へ反射させ、有効画
面枠内に入射する照明光として作用させることができるので、光損失を低減させることが
できる。特に、この面を散乱性の低い高反射率面に構成した場合には、ここで反射された
光がバックライトモジュール１の反射板５で反射された後、その反射光が導光板３で全反
射されることなく、直ちに有効画面枠内に出射し、画面の輝度が極端に高くなる、所謂白
抜け現象が生じるおそれがあるが、この面を高散乱性の高反射率面に構成することにより
、白抜け現象を防止できるので好ましい。
【００１６】
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　前記両面テープは、黒色粘着剤層からなる構成または黒色印刷面上に粘着剤層を設けた
構成からなる低反射率面をなす一方の面と、高反射率面又は高散乱性面をなす他方の面と
を有し、且つ前記バックライトモジュールの前記拡散板又はプリズムシートに重なる位置
において、前記低反射率面を前記液晶表示パネル側に向け、前記高反射率面又は高散乱性
面を前記バックライトモジュール側に向けて貼り付けられており、

前記液晶表示パネルが有効画面枠を有し、その有効画面枠が、前記両面テープの前記低
反射率面からなる黒色枠により囲まれてなる
ことを特徴とする液晶表示装置



本発明は、このように、液晶表示パネル２０とバックライトモジュール１を本発明の両面
テープ１０Ａで固定した液晶表示装置も包含する。
【００１７】
本発明の両面テープは、その一方の面を低反射率に構成し、他方の面を高反射率又は高散
乱性に構成する限り、種々の態様をとることができる。
【００１８】
例えば図２に示す両面テープ１０Ｂのように、基材１１として、白色のＰＥＴフィルム１
１ａに黒色印刷面１１ｂを設けたものを使用し、その黒色印刷面１１ｂ上に透明粘着剤層
１２Ｔ を設けてもよい。
【００１９】
また、基材１１として、白色のＰＥＴフィルム１１ａに黒色印刷面１１ｂを設けたものを
使用する場合に、図３に示す両面テープ１０Ｃのように、黒色印刷面１１ｂ上に黒色粘着
剤層１２Ｂ を設けてもよい。これより、黒色粘着剤層１２Ｂ からなる面を一層低反射率面
とすることができる。
【００２０】
この他、本発明の両面テープとしては、基材の両面の粘着剤層を接着剤層に代え、接着剤
層に同様の低反射能、高反射能又は高散乱能をもたせてもよい。
【００２１】
また、基材としては、ＰＥＴフィルムに限らず、種々の樹脂フィルム、不織布等を使用し
てもよい。
【００２２】
【発明の効果】
本発明の両面テープを用いて液晶表示パネルとバックライトモジュールを固定すると、そ
の固定部分において、外光の反射を極力低減させることができ、かつバックライトモジュ
ールからの入射光を高反射率で再度バックライトモジュール側へ反射させ、光源の光の有
効利用を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の両面テープの断面図である。
【図２】　本発明の両面テープの断面図である。
【図３】　本発明の両面テープの断面図である。
【図４】　本発明の両面テープを用いた、液晶表示パネルとバックライトモジュールの固
定構造の断面図である。
【図５】　従来の両面テープを用いた、液晶表示パネルとバックライトモジュールの固定
構造の断面図である。
【符号の説明】
１…バックライトモジュール、　２…光源、　３…導光板、　５…反射板、　６…拡散板
、　７…プリズムシート、　１０Ａ…両面テープ、　１０Ｂ…両面テープ、　１０Ｃ…両
面テープ、　１１…基材、　１１Ｗ …白色の基材、　１１ａ…白色ＰＥＴフィルム、　１
１ｂ…黒色印刷面、　１２Ｂ …黒色粘着剤層、　１２Ｔ …透明粘着剤層、　１３Ｗ …透明
又は白色粘着剤層、　２０…液晶表示パネル

10

20

30

40

(4) JP 3690298 B2 2005.8.31



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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